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会
計
監
査
人
の
機
関
性

力口

藤

修

第第第第第
五四三二一
節節節節節

は
じ
め
に

ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
決
算
検
査
役

昭
和
五
六
年
商
法
特
例
法
改
正
直
後
の
議
論

会
計
監
査
人
の
機
関
性
と
そ
の
意
義

ま
と
め第

一
節
は
じ
め
に

会計監査人の機関性

　
株
式
会
社
の
監
査
等
に
関
す
る
商
法
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
第
二
条
に
よ
れ
ば
、
資
本
の
額
が
五
億
円
以
上
の
株
式
会
社
、
あ

る
い
は
、
最
終
の
貸
借
対
照
表
の
負
債
の
部
に
計
上
し
た
金
額
の
合
計
額
が
二
百
億
円
以
上
で
あ
る
株
式
会
社
に
お
い
て
、
監
査
役

の
監
査
の
ほ
か
、
会
計
監
査
人
の
監
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
商
法
特
例
法
上
の

大
会
社
に
お
け
る
会
計
監
査
人
監
査
と
略
称
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
会
計
監
査
人
は
、
右
の
商
法
特
例
法
四
条
に
よ
り
、
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会
計
監
査
を
専
門
職
業
と
す
る
公
認
会
計
士
（
外
国
公
認
会
計
士
を
含
む
）
ま
た
は
監
査
法
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
商
法
特
例
法
上
の
大
会
社
に
お
け
会
計
監
査
人
制
度
は
、
昭
和
四
九
年
に
導
入
さ
れ
、
そ
の
後
、
昭
和
五
六
年
に
大
き
な
改
正
を

受
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
会
計
監
査
人
の
地
位
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
見
解
の
対
立
が
あ
る
。
会
計
監
査
人

に
よ
る
監
査
は
、
直
接
に
は
、
決
算
の
監
査
、
つ
ま
り
期
末
監
査
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
た
め
に
は
、
営
業
年
度

中
に
お
い
て
も
会
計
を
監
査
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
期
中
監
査
が
必
要
と
な
る
の
で
、
そ
の
職
務
執
行
の
あ
り
方
は
監
査
役
に
類
似
す

る
が
、
そ
れ
は
、
会
社
と
の
契
約
に
よ
っ
て
事
務
の
依
託
を
受
け
た
者
に
す
ぎ
ず
、
監
査
役
の
よ
う
な
会
社
機
関
で
は
な
い
と
の
見

解
（
鈴
木
竹
雄
・
新
版
会
社
法
全
訂
第
五
版
二
一
二
頁
全
九
九
四
年
〉
）
が
一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
通
説
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

　
右
の
通
説
的
見
解
に
対
し
て
、
倉
澤
康
一
郎
教
授
は
、
会
計
監
査
人
に
機
関
性
を
認
め
る
立
場
か
ら
、
次
の
よ
う
に
論
述
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
五
六
年
改
正
以
後
の
商
法
特
例
法
に
よ
れ
ば
、
「
会
計
監
査
人
は
株
主
総
会
に
お
い
て
選
任
す
る
も
の
と

さ
れ
（
特
例
法
三
条
一
項
）
、
一
年
間
の
任
期
が
定
め
ら
れ
て
い
る
…
…
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
新
特
例
法
上
の
法
的
地
位
は
、
会
社

の
機
関
で
あ
る
。
し
か
も
、
会
社
の
機
関
相
互
の
関
係
で
い
え
ば
、
そ
の
地
位
は
監
査
役
と
最
も
密
接
な
関
係
に
あ
る
。
…
…
も
っ

と
も
、
学
説
の
中
に
は
、
新
特
例
法
の
下
に
お
い
て
も
、
会
計
監
査
人
は
会
社
の
機
関
で
は
な
い
と
主
張
す
る
見
解
が
あ
る
。
そ
の

理
由
と
し
て
は
、
会
計
監
査
人
と
会
社
と
の
関
係
は
依
然
と
し
て
契
約
関
係
で
あ
る
こ
と
を
あ
げ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
会
社
の
機
関

で
あ
る
こ
と
と
契
約
関
係
と
は
何
ら
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
取
締
役
だ
っ
て
、
監
査
役
だ
っ
て
、
会
社
と
の
関
係
は
委
任
契
約

関
係
な
の
で
あ
る
（
商
法
二
五
四
条
三
項
、
二
八
○
条
）
。
新
特
例
法
の
下
で
も
会
計
監
査
人
が
会
社
の
機
関
で
は
な
い
と
主
張
す
る

者
の
目
的
が
、
会
計
監
査
人
は
依
然
と
し
て
代
表
取
締
役
の
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
と
い
お
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
あ
き
ら
か
に
間
違
い
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
論
述
さ
れ
て
い
る
（
倉
澤
康
一
郎
・
商
法
の
基
礎
一
九
二
頁
、
一
九
三

頁
会
九
八
五
年
〉
）
。

　
本
稿
に
お
い
て
は
、
会
計
監
査
人
の
機
関
性
を
認
め
る
右
の
よ
う
な
立
場
を
採
用
す
る
こ
と
が
、
い
わ
ゆ
る
商
法
特
例
法
上
の
大

32



会
社
に
お
け
る
会
計
監
査
人
制
度
の
妥
当
な
理
解
に
つ
な
が
る
と
の
観
点
か
ら
、
我
が
国
に
お
け
る
会
計
監
査
人
に
最
も
類
似
し
て

い
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
法
上
の
決
算
検
査
役
に
関
す
る
議
論
を
ま
ず
参
照
す
る
。
次
に
、
昭
和
五
六
年
の
商
法
特
例
法
の

改
正
に
よ
り
、
会
計
監
査
人
は
、
原
則
と
し
て
株
主
総
会
で
選
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
の
改
正
直
後
の
議
論
を
検
討
し
て

み
た
い
。
そ
し
て
、
右
の
参
照
と
検
討
を
踏
ま
え
た
上
で
、
見
解
を
ま
と
め
て
み
た
い
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

第
二
節
　
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
決
算
検
査
役

会計監査人の機関性

　
】
九
六
五
年
の
西
独
株
式
法
一
六
二
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
「
年
度
決
算
書
は
、
一
人
ま
た
は
数
人
の
専
門
の
検
査
役
（
決
算
検
査

役
）
に
よ
り
、
簿
記
お
よ
び
営
業
報
告
書
を
引
照
し
て
、
検
査
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
検
査
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、
年

度
決
算
書
は
確
定
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」
と
さ
れ
、
さ
ら
に
、
同
法
一
六
三
条
一
項
は
、
「
決
算
検
査
役
は
総
会
に
よ
り
選
挙

さ
れ
る
。
」
と
定
め
、
続
け
て
、
同
法
一
六
四
条
一
項
は
、
「
経
済
検
査
士
お
よ
び
経
済
検
査
会
社
の
み
が
決
算
検
査
役
で
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

が
で
き
る
。
」
と
規
定
し
て
い
た
。
現
行
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
株
式
法
一
六
二
条
か
ら
］
六
九
条
は
、
一
九
八
五
年
の
貸
借
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ソ

照
表
指
令
法
に
基
づ
き
削
除
さ
れ
、
株
式
会
社
、
株
式
合
資
会
社
、
有
限
会
社
か
ら
な
る
い
わ
ゆ
る
資
本
会
社
の
検
査
規
定
は
、
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

イ
ツ
商
法
三
一
六
条
か
ら
三
二
四
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
法
上
の
決
算
検
査
役
制
度
の
基
本
に
は
変
更
な
き
も

　
　
　
　
　
（
4
）

の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
次
第
で
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
決
算
検
査
役
は
、
我
が
国
に
お
け
る
会
計
監
査
人
に
最
も
類
似
し

て
い
る
と
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
一
九
六
五
年
西
独
株
式
法
に
関
す
る
圧
倒
的
意
見
に
よ
れ
ば
、
決
算
検
査
役
は
、
株
式
会
社
に
お
け
る
独
立
し
、
他
に
依
存
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

こ
と
の
な
い
会
社
の
検
査
機
関
で
あ
り
、
自
己
責
任
の
も
と
で
一
定
の
監
査
機
能
を
は
た
す
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
た
。
決
算

検
査
役
を
機
関
と
解
す
る
こ
の
通
説
的
見
解
は
、
①
決
算
検
査
役
の
任
命
が
株
主
総
会
決
議
と
い
う
団
体
的
行
為
に
よ
り
な
さ
れ
、
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②
決
算
検
査
役
の
検
査
は
株
式
会
社
と
い
う
組
織
機
構
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
③
決
算
検
査
役
は
一
九
六
五
年
西
独
株
式
法
一
六
八

条
に
よ
り
自
己
責
任
の
規
制
を
受
け
る
と
の
三
点
に
基
づ
く
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
対
し
て
は
異
論
が
あ
り
、
①
決
算
検
査
役
任
命
に

は
株
主
総
会
決
議
が
必
要
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
決
算
検
査
役
は
会
社
と
の
契
約
に
基
づ
い
て
活
動
す
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
裁
判

所
に
よ
り
任
命
さ
れ
る
決
算
検
査
役
に
関
し
て
は
団
体
的
行
為
な
る
も
の
は
何
も
な
く
、
②
決
算
検
査
結
果
の
切
迫
性
と
い
う
こ
と

が
あ
っ
て
、
決
算
検
査
役
の
権
利
・
義
務
に
つ
い
て
は
契
約
に
ま
か
せ
ら
れ
ず
法
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
決
算
検
査
役

の
仕
事
は
本
来
的
に
監
査
役
会
の
任
務
に
当
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
株
式
会
社
と
い
う
組
織
内
に
お
い
て
監
査
役
会
の
留
意
の

下
で
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
、
決
算
検
査
役
の
検
査
が
株
式
会
社
と
い
う
組
織
機
構
に
組
み
込
ま
れ
た
と
は
解
さ

れ
な
く
、
さ
ら
に
、
③
決
算
検
査
役
の
自
己
責
任
が
法
定
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
決
算
検
査
役
の
契
約
上
の
責
任
を

明
確
に
す
る
の
で
あ
り
、
④
決
算
検
査
役
の
検
査
は
純
然
た
る
外
部
監
査
と
解
さ
れ
る
の
で
、
決
算
検
査
役
は
株
式
会
社
の
機
関
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

は
解
さ
れ
な
い
と
主
張
さ
れ
て
い
た
。

　
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
決
算
検
査
役
制
度
に
関
す
る
諸
規
定
が
株
式
法
一
六
二
条
以
下
か
ら
ド
イ
ツ
商
法
三
一
六
条
以
下
に
移
行
さ

れ
た
の
に
伴
い
、
決
算
検
査
役
の
独
立
性
と
株
式
会
社
組
織
関
係
へ
の
組
み
込
み
が
な
い
こ
と
と
い
う
法
的
目
標
設
定
が
な
さ
れ
た

と
の
認
識
か
ら
、
決
算
検
査
役
は
、
株
式
会
社
の
機
関
で
は
な
い
と
の
見
解
が
強
く
主
張
さ
れ
得
る
と
の
意
見
が
最
近
で
は
明
解
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
価
す
る
。

　
ド
イ
ツ
法
上
の
実
務
に
お
い
て
、
決
算
検
査
役
選
任
は
、
監
査
役
会
の
選
任
提
案
ど
お
り
に
選
ば
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
形
式
的

な
前
も
っ
て
仕
組
ま
れ
た
儀
式
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
決
算
検
査
役
を
選
任
す
る
株
主
総
会
と
当
該
の
決
算
検
査
役
と
は
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

の
接
触
の
な
さ
ゆ
え
に
、
株
主
総
会
の
判
断
が
妥
当
な
も
の
か
否
か
疑
念
が
あ
る
と
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
実
際
上
の

批
判
的
評
価
は
と
も
か
く
と
し
て
、
制
度
と
し
て
株
式
法
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
決
算
検
査
役
の
機
関
性
の
有
無
に
関
連
し
て
、
我

が
国
と
ほ
ぼ
同
様
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
た
の
は
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
、
決
算
検
査
役
の
機
関
性
に
つ
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き
、
そ
れ
を
肯
定
す
る
説
が
か
つ
て
は
圧
倒
的
と
評
価
さ
れ
た
が
、

で
は
強
く
批
判
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

そ
の
見
解
が
、
立
法
上
の
変
化
へ
の
認
識
を
踏
ま
え
て
、
現
在

（
1
）
　
慶
鷹
義
塾
大
学
商
法
研
究
会
訳
・
西
独
株
式
法
三
一
〇
頁
、
三
一
二
頁
、
三
一
四
頁
（
一
九
六
九
年
）

（
2
）
ω
Φ
畠
、
ω
9
Φ
↓
①
答
き
ω
醤
σ
①
P
＝
O
ω
O
O
。
＞
象
一
。
（
這
3
）
あ
●
器
心
＞
コ
ヨ
」
’

（
3
）
Ω
鋤
⊆
ω
ω
①
P
囚
α
汐
R
開
o
ヨ
ヨ
Φ
昇
弩
豊
ヨ
＞
窪
9
篶
紹
け
N
ド
＞
三
一
。
（
お
曽
y
＞
昌
B
」
N
⊆
総
5
＝
O
甲
な
お
、
宮
上
一
男

　
n
W
・
フ
レ
ー
リ
ッ
ク
ス
監
修
・
現
代
ド
イ
ツ
商
法
典
二
〇
一
頁
～
二
二
六
頁
（
一
九
九
二
年
）
に
条
文
翻
訳
が
あ
る
。

（
4
）
く
鷺
ω
魯
≦
畠
一
窒
臣
①
ω
琶
一
琶
鵬
号
ω
≦
三
ω
9
翼
巷
益
8
お
豊
α
窪
9
恕
⇒
窪
＝
窪
宮
く
段
鐙
ヨ
巨
巨
僻
＞
⊆
凌
魯
醇
碧

　
⊆
昌
α
＜
o
『
ω
寅
口
9
ゆ
ω
一
8
0
頃
o
貼
辞
ω
ω
Qっ
」
①
Qo
ω
睦
：

（
5
）
O
o
象
ミ
≦
旨
巴
巨
、
＞
犀
二
9
篶
零
旨
“
．
＞
⊆
P
（
お
≦
ン
＞
コ
ヨ
』
豊
費
①
ω
●
ω
砦
ヨ
富
9
＼
；
』
9
F
＞
耳
一
9
鴨
器
旨
一
曾

＞
亀
一
●
（
一
霧
o
o
y
＞
コ
ヨ
」
墜
伽
一
3
も
、
決
算
検
査
役
は
、
検
査
依
頼
の
受
諾
と
共
に
株
式
会
社
の
機
関
の
地
位
を
得
る
と
明
言
し
て

　
い
る
。

（
6
）
　
ω
＆
コ
冨
ぴ
O
器
o
≦
＼
頃
o
ぎ
陣
9
窪
＞
『
鼠
雪
鴨
ω
o
訂
O
δ
罰
ざ
ヨ
ヨ
窪
母
『
（
一
零
O
y
＞
コ
5
00
N
⊆
励
一
8
。
民
『
o
冨
い
O
①
2
震
＼
＝
①
8
雫

　ヨ①三

＼
国
o
評
畦
象
＼
国
δ
O
睦
＞
犀
怠
①
コ
馨
紹
旨
（
這
お
y
＞
ロ
ヨ
・
O
N
仁
励
一
爵
お
よ
び
Ω
四
仁
器
Φ
づ
）
閑
α
『
震
国
o
ヨ
ヨ
o
日
貰
N
信
ヨ
》
ζ
8
口
－

篶
器
9
H
＞
亀
一
’
（
這
目
ン
＞
昌
曇
曽
墜
惚
＄
も
決
算
検
査
役
を
会
社
機
関
と
解
す
る
通
説
に
批
判
的
で
あ
る
。

（
7
）
　
Ω
窪
ω
ω
①
P
勲
鉾
ρ
〈
注
（
3
）
〉
＞
＝
日
■
巽
砦
畜
一
〇〇
頃
○
ヌ

（
8
）
　
ω
o
プ
≦
①
範
①
ぴ
餌
．
鉾
O
・
ω
」
①
oo
“
・

会計監査人の機関性

第
三
節
　
昭
和
五
六
年
商
法
特
例
法
改
正
直
後
の
議
論

　
昭
和
五
六
年
改
正
前
の
株
式
会
社
の
監
査
等
に
関
す
る
商
法
の
特
例
に
関
す
る
法
律
、
つ
ま
り
、
商
法
特
例
法
三
条
一
項
に
よ
れ

ば
、
「
会
計
監
査
人
は
、
監
査
役
の
過
半
数
の
同
意
を
得
て
、
取
締
役
会
の
決
議
を
も
つ
て
選
任
す
る
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
右
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の
規
定
が
、
昭
和
五
六
年
に
改
正
さ
れ
、
同
条
一
項
は
、
「
会
計
監
査
人
は
、
株
主
総
会
に
お
い
て
選
任
す
る
。
」
と
な
り
、
同
条
二

項
で
は
、
「
取
締
役
は
、
会
計
監
査
人
の
選
任
に
関
す
る
議
案
を
株
主
総
会
に
提
出
す
る
に
は
、
監
査
役
の
過
半
数
の
同
意
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
右
の
二
項
は
、
平
成
五
年
の
改
正
に
よ
っ
て
、
「
監
査
役
の
過
半
数
の
同
意
」
の
部
分

が
、
「
監
査
役
会
の
同
意
」
と
変
更
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
な
お
、
昭
和
五
六
年
の
改
正
に
よ
り
、
会
計
監
査
人
選
任
権
限
の

み
な
ら
ず
会
計
監
査
人
の
解
任
権
限
も
取
締
役
会
か
ら
株
主
総
会
に
移
さ
れ
た
（
商
法
特
例
法
六
条
一
項
）
。

　
会
計
監
査
人
の
機
関
性
に
関
し
て
は
、
す
で
に
種
々
の
議
論
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
が
、
会
計
監
査
人
の
選
任
と
解
任
の
権
限

が
、
取
締
役
会
か
ら
株
主
総
会
に
移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
議
論
の
重
要
出
発
点
が
設
定
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
昭
和
五
六
年
商

法
特
例
法
改
正
直
後
の
議
論
が
と
り
わ
け
重
要
視
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
昭
和
五
六
年
商
法
特
例
法
改
正
直
後
に
お
け
る
諸
解
説
書
の
中
で
い
く
つ
か
の
注
目
す
べ
き
説
明
が
見
出
さ
れ
る
。
改
正
担
当
の

法
務
省
民
事
局
参
事
官
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
「
新
特
例
法
で
会
計
監
査
人
が
株
主
総
会
に
お
い
て
選
任
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
会
計
監
査
人
は
、
旧
特
例
法
と
そ
の
性
格
を
異
に
し
た
も
の
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
旧
特
例
法
に
お
い
て
会
計
監
査
人

が
会
社
の
業
務
執
行
を
担
当
す
る
取
締
役
会
で
選
任
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
の
は
、
会
計
監
査
人
は
会
社
の
会
計
状
況
を
診
断

し
、
そ
の
問
題
点
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
企
業
の
健
康
診
断
を
行
う
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
た
色
彩
が
強
か

っ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
、
新
特
例
法
に
お
い
て
そ
の
選
任
が
取
締
役
会
の
手
を
離
れ
株
主
総
会
の
選
任
に
移
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
会
計
監
査
人
は
、
株
主
総
会
の
付
託
を
受
け
た
株
主
全
体
の
代
理
人
と
し
て
監
査
の
業
務
に
あ
た
る
も
の
と
い
う
性
格
が
強
く

な
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
た
め
、
株
主
総
会
と
の
信
頼
関
係
が
そ
の
職
務
遂
行
の
重
大
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
新
特
例
法
六

条
一
項
は
、
株
主
総
会
は
い
つ
で
も
な
ん
ら
の
理
由
な
く
会
計
監
査
人
を
解
任
で
き
る
こ
と
と
し
て
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

る
わ
け
で
あ
る
。
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
改
正
の
趣
旨
を
明
確
に
説
明
し
、
理
解
し
や
す
い
解
説
と
も
思
え
る
。
し
か
し
、
「
会
計

監
査
人
は
、
株
主
総
会
の
付
託
を
受
け
た
株
主
全
体
の
代
理
人
」
と
の
表
現
は
難
解
で
あ
る
。
「
代
理
」
と
い
う
概
念
で
説
明
し
て
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い
る
の
で
、
「
機
関
」
と
い
う
概
念
を
退
け
て
い
る
と
も
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
「
株
主
全
体
の
代
理
人
」
と
い
う
形
容
つ
き
の
表

現
に
接
す
る
と
、
こ
れ
は
、
実
は
、
「
機
関
」
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
理
解
で
き
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
別

の
文
献
に
お
け
る
解
説
を
併
せ
て
参
照
す
る
と
右
の
説
明
は
さ
ら
に
明
解
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
「
新
法
下
で
は
、
会
計
監
査
人
は
、

単
に
、
業
務
執
行
機
関
で
あ
る
取
締
役
か
ら
依
頼
さ
れ
て
会
社
の
財
務
内
容
を
監
査
す
る
と
い
う
性
格
で
は
な
く
、
会
社
の
外
部
に

存
在
す
る
独
立
の
監
査
機
関
で
あ
っ
て
、
会
社
は
、
そ
の
監
査
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
性
格

を
強
く
出
し
て
き
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
ち
ょ
う
ど
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
社
債
を
発
行
す
る
た
め
に
は
、
専
門
の

格
付
け
機
関
に
よ
っ
て
、
発
行
会
社
が
『
A
』
と
か
『
B
』
と
か
の
格
付
け
を
得
な
け
れ
ば
、
実
際
に
社
債
の
発
行
が
で
き
な
い
の

に
似
た
関
係
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。
た
だ
、
右
の
格
付
け
の
よ
う
に
抽
象
的
一
般
的
で
は
な
く
、
具
体
的
個
別
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

で
あ
る
点
が
異
な
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
」
と
よ
り
具
体
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
会
計
監
査
人
は
、
「
会
社

の
外
部
に
存
在
す
る
独
立
の
監
査
機
関
」
で
あ
る
と
明
言
さ
れ
て
い
る
の
で
、
株
式
会
社
の
「
機
関
」
と
は
解
さ
れ
て
い
な
い
。
さ

ら
に
、
会
計
監
査
人
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
社
債
格
付
け
機
関
に
な
ぞ
ら
え
て
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
、
我
が
国
に
お
け
る
会
計

監
査
人
の
機
関
性
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
否
定
的
に
理
解
し
て
い
る
も
の
と
受
け
と
れ
る
。

　
竹
内
昭
夫
教
授
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
「
会
計
監
査
人
の
取
締
役
会
・
代
表
取
締
役
か
ら
の
独
立
性
を
保
障
す
る
た
め
、
選
任
機
関

を
株
主
総
会
と
し
た
。
株
主
総
会
で
選
任
す
る
こ
と
と
す
る
と
会
計
監
査
人
が
会
社
の
機
関
に
な
る
か
ら
お
か
し
い
と
い
う
よ
う
な

反
対
論
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
全
く
問
題
に
な
ら
な
い
。
定
款
の
規
定
に
基
づ
き
支
配
人
を
総
会
で
選
任
し
て
も
（
二
三
〇
条
ノ
一
〇

参
照
）
、
そ
の
支
配
人
が
会
社
の
機
関
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
の
と
同
じ
く
、
会
計
監
査
人
を
総
会
で
選
任
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
レ

会
社
の
機
関
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
会
計
監
査
人
の
機
関
性
は
明
確
に
否

定
さ
れ
て
い
る
。

　
昭
和
五
六
年
商
法
特
例
法
改
正
直
後
の
有
力
解
説
に
お
い
て
右
の
よ
う
な
論
述
の
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
改
正
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立
案
関
係
者
の
意
図
と
し
て
は
、
会
計
監
査
人
の
機
関
性
を
受
け
入
れ
な
い
方
向
で
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
確
か
に
、
こ

の
よ
う
な
論
述
は
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
規
範
と
い
う
も
の
は
、
複
雑
な
も
の
で
あ
り
、
相
互
の
意
味
連
関
の

な
か
で
、
実
際
の
改
正
立
案
者
の
意
図
と
は
別
異
に
解
さ
れ
る
可
能
性
も
生
じ
て
く
る
。
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
決
算
検
査
役
に
つ
き
、

か
つ
て
は
、
圧
倒
的
な
意
見
に
よ
り
そ
の
会
社
機
関
性
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
で
は
、
機
関
性
を
認
め
な
い
と
の
説
も
強
力

に
主
張
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
の
比
較
法
的
な
観
点
や
、
改
正
立
案
関
係
者
の
解
説
に
よ
っ
て
も
裏
づ
け
ら
れ
る
通
説
の
重
み
を
考
え
る

と
、
通
説
に
反
対
す
る
困
難
を
感
じ
る
次
第
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
以
下
に
お
い
て
、
会
計
監
査
人
の
機
関
性
を
肯
定
す
る
論
述
を
展

開
し
た
い
。

　
（
1
）
　
元
木
伸
・
改
正
商
法
逐
条
解
説
〔
改
訂
増
補
版
〕
二
八
二
頁
（
一
九
八
三
年
）
。

　
（
2
）
　
元
木
伸
・
「
改
正
商
法
　
会
計
監
査
人
の
地
位
（
そ
の
ー
）
」
時
の
法
令
二
二
二
二
号
四
二
頁
、
四
三
頁
（
一
九
八
四
年
二
月
壬
二

　
　
日
）
。

　
（
3
）
　
竹
内
昭
夫
・
改
正
会
社
法
解
説
〔
新
版
〕
二
三
八
頁
（
一
九
八
三
年
）
。
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第
四
節
　
会
計
監
査
人
の
機
関
性
と
そ
の
意
義

　
会
計
監
査
人
の
選
任
・
解
任
権
限
を
取
締
役
会
が
有
し
て
い
た
昭
和
五
六
年
商
法
特
例
法
改
正
前
に
お
い
て
も
、
会
計
監
査
人
の

機
関
性
を
肯
定
す
る
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
た
。
龍
田
節
教
授
に
よ
れ
ば
、
会
計
監
査
人
に
は
「
第
三
者
的
地
位
に
あ
る
外
部
監
査

人
」
と
し
て
の
性
格
が
見
て
と
れ
る
が
、
そ
れ
を
「
機
関
と
し
て
し
ま
う
こ
と
に
は
、
独
立
性
の
面
で
問
題
で
は
な
い
か
と
す
る
意

見
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
重
要
な
こ
と
は
実
質
的
に
独
立
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
否
か
で
あ
っ
て
」
、
「
監
査
役
も
会
社
の
機
関

で
は
あ
る
が
、
取
締
役
か
ら
の
独
立
性
を
保
障
す
る
措
置
は
法
律
上
講
じ
ら
れ
て
お
り
（
商
二
七
六
条
）
、
会
社
の
機
関
で
あ
る
こ
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と
と
独
立
性
と
は
矛
盾
し
な
い
」
と
さ
れ
、
さ
ら
に
続
け
て
会
計
監
査
人
と
同
じ
よ
う
に
「
選
任
・
解
任
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
て

も
会
社
の
機
関
と
は
解
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
例
に
は
支
配
人
が
あ
る
…
…
。
他
方
、
裁
判
所
の
選
任
す
る
検
査
役
…
…
も
一
般
に

は
会
社
の
機
関
と
解
さ
れ
て
い
る
。
会
計
監
査
人
を
株
主
総
会
で
選
任
・
解
任
す
る
試
案
の
立
場
が
崩
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の

機
関
性
を
否
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
。
会
計
監
査
人
を
会
社
の
機
関
と
い
っ
て
み
て
も
特
別
の
結
論
は
出
て
こ
な

い
が
、
会
計
監
査
人
が
監
査
役
に
近
い
職
務
権
限
を
有
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
を
会
社
の
機
関
と
見
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
」

　
　
　
　
　
　
（
1
）

と
論
述
さ
れ
て
い
る
。
右
の
論
述
の
中
で
、
「
会
計
監
査
人
を
会
社
の
機
関
と
い
っ
て
み
て
も
特
別
の
結
論
は
出
て
こ
な
い
」
と
の

点
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
賛
成
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
、
現
行
法
上
も
妥
当
す
る
も
の
と
考

え
る
。

　
会
計
監
査
人
が
会
社
機
関
か
否
か
の
試
金
石
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
法
上
の
決
算
検
査
役
の
機
関
性
に
関
す
る
議
論
で
示
さ
れ
た
こ

と
が
原
則
と
し
て
適
合
し
、
①
会
計
監
査
人
が
社
団
的
団
体
行
為
に
よ
り
選
任
・
解
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
否
か
、
②
会

計
監
査
人
の
監
査
が
会
社
の
組
織
機
構
に
組
み
込
ま
れ
、
会
計
監
査
人
が
監
査
を
す
れ
ば
会
社
自
身
が
監
査
し
た
こ
と
に
な
る
か
否

か
、
③
会
計
監
査
人
の
責
任
の
根
拠
が
契
約
法
の
一
般
原
則
に
ま
か
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
他
の
会
社
機
関
あ
る
い
は
機
関
構
成
員
と

同
様
に
特
に
法
定
さ
れ
て
い
る
か
否
か
の
三
点
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
右
の
三
点
が
肯
定
さ
れ
、
な
お
か
つ
、
大
局
的
に
見

て
、
機
関
性
を
肯
定
す
る
意
義
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
会
計
監
査
人
を
会
社
の
機
関
で
あ
る
と
解
し
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
右

の
三
点
が
肯
定
さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
機
関
と
し
て
で
は
な
く
、
契
約
関
係
に
よ
っ
て
の
み
会
社
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る

と
解
さ
れ
る
会
計
監
査
人
の
契
約
法
上
の
地
位
と
責
任
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
、
機
関
構
成
的
な
法
技
術
が
た
ま
た
ま
借
用
・

流
用
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
の
理
解
も
一
応
は
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
会
計
監
査
人
の
地
位
と
責
任
が
単
な
る
契
約
上
の

次
元
で
展
開
さ
れ
る
も
の
に
留
ま
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
民
法
に
委
ね
る
こ
と
で
、
会
計
監
査
人
の
職
能
倫
理
と
あ
い
ま
っ
て
一
応
は

充
分
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
あ
え
て
特
別
法
に
て
法
定
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
契
約
自
由
の
基
本
原
理
か
ら
離
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れ
て
、
重
要
部
分
を
厳
格
化
、
定
型
化
、
強
行
法
規
化
し
よ
う
と
企
図
し
た
も
の
と
解
さ
れ
、
そ
の
企
図
を
確
実
に
実
現
す
る
た
め
に
、

法
は
、
会
計
監
査
人
に
機
関
と
し
て
の
法
律
構
成
を
採
用
し
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
単
に
外
形
的
に
、
機
関
的
法
律
構
成
を

借
用
・
流
用
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
理
解
し
て
は
な
ら
な
い
。
法
は
、
幾
多
の
不
祥
事
に
接
し
、
大
株
式
会
社
に
お
け
る
会
計
の
健

全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
敢
然
と
規
範
定
立
を
企
図
し
て
お
り
、
単
な
る
借
用
・
流
用
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
①
会
計
監
査
人
の
選
任
と
解
任
の
権
限
は
、
現
行
法
上
、
多
数
決
制
を
旨
と
す
る
株
主
総
会
に
属
す
る
（
商
法
特
例
法
三
条
、
六

条
）
。
従
っ
て
、
会
計
監
査
人
の
選
任
・
解
任
は
、
社
団
的
団
体
行
為
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。

②
貸
借
対
照
表
お
よ
び
損
益
計
算
書
に
つ
い
て
、
会
計
監
査
人
と
監
査
役
の
適
法
意
見
が
あ
れ
ば
、
株
主
総
会
に
確
定
権
限
は
な
く

な
る
（
商
法
特
例
法
一
六
条
）
。
こ
の
こ
と
は
、
会
計
監
査
人
の
監
査
が
、
監
査
役
の
そ
れ
と
あ
い
ま
っ
て
、
貸
借
対
照
表
お
よ
び
損

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

益
計
算
書
の
確
定
と
い
う
法
人
の
行
為
を
し
て
い
る
も
の
と
評
価
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
会
計
監
査
人
の
監
査
は
、
会
社
の
組
織
機
構

に
組
み
込
ま
れ
、
会
計
監
査
人
が
監
査
を
す
れ
ば
、
株
式
会
社
自
身
が
監
査
し
た
こ
と
に
な
る
と
の
構
成
が
承
認
さ
れ
て
い
る
。

　
③
会
計
監
査
人
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
商
法
特
例
法
九
条
、
一
〇
条
、
二
条
に
明
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
責
任
に
関
す
る
諸
規

定
は
、
他
の
会
社
機
関
あ
る
い
は
機
関
構
成
員
と
同
様
の
発
想
と
構
想
の
も
と
に
定
立
さ
れ
て
お
り
、
責
任
の
根
拠
を
契
約
法
一
般

に
委
ね
ず
、
機
関
的
構
成
の
採
用
に
よ
り
商
法
領
域
に
取
り
込
ん
だ
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
次
第
で
、
会
計
監
査
人
の
機

関
性
は
肯
定
さ
れ
る
と
考
え
る
。

　
会
計
監
査
人
に
関
す
る
重
要
事
項
で
あ
る
そ
の
選
任
・
解
任
、
権
限
、
責
任
は
、
右
の
よ
う
に
明
確
に
法
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ら
、
会
計
監
査
人
を
「
機
関
と
解
し
た
と
こ
ろ
で
特
別
の
結
論
が
出
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
の
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
龍
田

節
教
授
の
つ
と
に
主
張
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
会
計
監
査
人
の
機
関
性
を
肯
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
会
計
監
査
人
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

本
来
的
に
は
、
株
主
の
利
益
を
代
表
し
て
会
計
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
い
う
機
能
を
担
う
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
り
「
商
法
上

第
一
次
的
に
は
、
取
締
役
の
業
務
執
行
上
の
不
正
行
為
に
対
処
す
べ
き
者
は
、
株
主
で
あ
る
。
私
企
業
と
し
て
の
株
式
会
社
に
お
け
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（
5
）

る
自
己
責
任
の
原
理
は
、
そ
の
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
。
」
と
の
基
本
原
理
が
再
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
職
業
的
な
会
計
専
門

家
で
あ
れ
ば
、
資
質
と
能
力
に
お
い
て
そ
れ
な
り
の
水
準
に
達
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
際
の
業
務
の
実
態
と
も
な
れ
ば
、

具
体
的
な
人
選
と
か
支
払
う
報
酬
そ
の
他
の
力
の
入
れ
か
た
い
か
ん
に
よ
っ
て
結
果
に
差
の
で
そ
う
な
こ
と
は
、
か
の
有
名
な
「
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

本
コ
ッ
パ
ー
ス
事
件
」
を
め
ぐ
る
諸
議
論
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
会
計
監
査
人
の
選
任
と
そ
の
結
末
も
、
結
局
の

と
こ
ろ
自
業
自
得
な
の
で
あ
る
。
会
計
監
査
人
の
選
任
と
監
督
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
自
己
責
任
の
原
理
を
貫
徹
す
る
の
が
合

理
的
で
あ
り
、
法
制
度
は
そ
の
補
完
に
留
ま
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
構
想
を
妥
当
な
か
た
ち
で
実
現
す
る
た
め
に
は
、
会
計

監
査
人
の
地
位
と
責
任
を
会
社
と
の
契
約
の
次
元
の
み
で
は
な
く
、
機
関
性
を
加
え
て
考
察
し
、
会
計
監
査
人
は
株
主
に
よ
り
株
主

総
会
で
選
任
・
解
任
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
敢
然
と
株
主
に
つ
き
つ
け
る
こ
と
が
立
法
者
の
意
思
で
あ
り
、
合
理
的
帰
結
と
考
え
る
。

こ
の
意
味
に
お
い
て
、
会
計
監
査
人
の
機
関
性
を
肯
定
す
る
大
局
的
な
重
要
意
義
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
立
法
上
の
整
備
が
進

ん
だ
結
果
、
実
際
の
法
の
適
用
に
関
し
て
会
計
監
査
人
の
機
関
性
を
間
う
て
み
て
も
具
体
的
に
欠
け
る
と
い
う
面
は
あ
る
。
会
計
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

査
人
の
「
機
関
性
の
有
無
そ
れ
自
体
を
論
ず
る
の
は
無
益
な
概
念
法
学
で
あ
る
。
」
と
の
指
摘
は
忘
却
し
て
は
な
ら
な
い
出
発
点
で

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
指
摘
に
続
く
、
「
会
社
の
会
計
に
関
す
る
業
務
は
、
取
締
役
と
い
う
機
関
を
通
じ
て
の
計
算
書
類
の
作
成
と
、

会
計
監
査
人
と
い
う
機
関
を
通
じ
て
の
そ
の
監
査
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
完
成
し
た
こ
と
に
な
る
」
と
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

　
　
　
（
8
）

る
と
の
説
明
は
、
会
計
監
査
人
の
地
位
と
責
任
に
つ
い
て
特
別
法
で
法
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
契
約
自
由
の
基
本
原
理
か
ら
離
れ

て
、
重
要
部
分
の
厳
格
化
、
定
型
化
、
強
行
法
規
化
を
企
図
し
た
立
法
者
の
意
思
に
合
致
し
、
自
己
責
任
の
原
理
に
最
も
妥
当
す
る

も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
会
計
監
査
人
の
機
関
性
を
論
ず
る
意
義
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
意
味
を
理
解
し
な
け
れ

ば
、
悪
し
き
概
念
法
学
の
罠
に
お
ち
い
る
こ
と
と
な
る
。

　
会
計
監
査
人
を
会
社
機
関
と
解
す
る
と
、
会
計
監
査
人
が
当
該
会
社
の
い
わ
ば
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
（
内
部
者
）
と
な
っ
て
し
ま
い
、

外
部
監
査
に
必
要
と
さ
れ
る
独
立
性
が
害
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
点
が
、
ド
イ
ツ
法
上
で
も
、
我
が
国
に
お
け
る
解
釈
に
お
い
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て
も
、
最
大
の
論
点
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
点
を
解
明
し
な
い
で
会
計
監
査
人
の
機
関
性
を
肯
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
証
券

取
引
法
上
の
公
認
会
計
士
監
査
を
受
け
る
会
社
の
ほ
と
ん
ど
（
約
九
五
・
四
％
）
が
同
一
の
監
査
人
に
商
法
上
の
会
計
監
査
人
を
委

　
　
　
　
（
9
）

嘱
し
て
い
る
と
の
実
務
の
現
状
を
考
え
る
と
、
も
し
も
会
計
監
査
人
が
特
別
利
害
関
係
者
あ
る
い
は
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
類
似
の
も
の
と

解
さ
れ
る
と
不
都
合
が
生
ず
る
。

　
会
計
監
査
人
の
資
格
に
つ
い
て
は
、
商
法
特
例
法
四
条
に
厳
重
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
同
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
会
計
監
査
人
に
は
、

公
認
会
計
士
（
外
国
公
認
会
計
士
を
含
む
）
ま
た
は
監
査
法
人
の
み
が
就
任
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
者
は
、
国
家
的
な
資
格
認
定
の
も

と
で
一
定
の
学
識
水
準
が
保
持
さ
れ
、
会
計
の
職
業
的
専
門
家
と
し
て
高
度
な
職
能
倫
理
に
裏
づ
け
ら
れ
た
活
動
を
期
待
さ
れ
る
立

場
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
条
二
項
に
よ
り
、
一
定
の
利
害
関
係
あ
る
場
合
の
欠
格
事
由
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
取
締
役
、

代
表
取
締
役
、
取
締
役
会
と
い
う
、
場
合
に
よ
っ
て
は
会
計
関
係
の
諸
規
範
に
違
反
す
る
可
能
性
を
有
す
る
も
の
の
支
配
を
脱
し
て
、

独
立
し
て
活
動
す
る
体
制
が
と
と
の
っ
て
い
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
会
計
監
査
人
に
よ
る
監
査
に
は
独
立
性
が
確
保
さ
れ
て
お

り
、
外
部
監
査
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
会
計
監
査
人
を
機
関
と
解
し
て
も
、
会
計
監
査
人
の
監
査
は
、
独
立
性
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

る
外
部
監
査
と
解
し
て
よ
い
。
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（
1
）
　
龍
田
節
「
会
計
監
査
人
の
選
任
と
責
任
」
会
計
ジ
ャ
ー
ナ
ル
六
巻
六
号
一
四
四
頁
、
一
四
五
頁
（
一
九
七
四
年
）
。

（
2
）
　
島
原
宏
明
「
会
計
監
査
人
監
査
制
度
の
構
造
」
慶
鷹
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
論
文
集
二
二
号
一
〇
頁
（
一
九
八
五
年
）
。

（
3
）
龍
田
節
・
新
版
注
釈
会
社
法
六
巻
五
二
七
頁
〈
商
特
三
条
注
九
〉
（
一
九
八
七
年
）
。
た
だ
し
、
龍
田
教
授
は
、
同
書
六
巻
五
七
三
頁

　
〈
商
特
九
条
注
三
〉
に
て
、
「
会
計
監
査
人
の
本
来
の
任
務
に
つ
い
て
は
（
守
秘
義
務
な
ど
付
随
的
な
も
の
と
異
な
り
）
、
契
約
関
係
よ
り

　
も
そ
の
機
関
性
が
前
面
に
出
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）
倉
澤
康
一
郎
「
株
式
会
社
の
不
祥
事
と
監
査
役
・
会
計
監
査
人
の
機
能
」
商
事
法
務
一
二
七
二
号
三
二
頁
（
一
九
九
二
年
）
は
、
監

査
役
に
つ
い
て
、
本
文
と
同
旨
の
こ
と
を
明
言
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）
倉
澤
康
一
郎
・
前
掲
商
事
法
務
二
一
七
二
号
三
三
頁
。



（
6
）以

下

年
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

に
な
っ
た
も
の
と
筆
者
は
考
え
て
い
る

決
し
て
空
間
的
な
内
外
の
問
題
で
は
な
く
て
、

日
本
コ
ッ
パ
ー
ス
事
件
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
居
林
次
雄
「
会
計
監
査
人
の
法
的
責
任
」
富
大
経
済
論
集
三
七
巻
三
号
一
頁

（
一
九
九
二
年
）
、
石
山
卓
磨
「
日
本
コ
ッ
パ
ー
ス
事
件
控
訴
審
判
決
に
つ
い
て
」
月
刊
監
査
役
三
六
八
号
四
頁
以
下
（
一
九
九
六

に
詳
細
で
あ
る
。

倉
澤
康
一
郎
「
会
計
監
査
人
監
査
の
機
能
と
新
基
準
・
準
則
」
自
O
℃
＞
ジ
ャ
ー
ナ
ル
四
四
三
号
三
四
頁
（
一
九
九
二
年
）
。

倉．

澤
康
一
郎
・
前
掲
旨
O
℃
＞
ジ
ャ
ー
ナ
ル
四
四
三
号
三
四
頁
。

西
山
芳
喜
・
監
査
役
制
度
論
一
七
九
頁
注
四
四
（
一
九
九
五
年
）
。

倉
澤
康
一
郎
・
前
掲
』
O
勺
》
ジ
ャ
ー
ナ
ル
四
四
三
号
三
四
頁
は
、
「
昭
和
5
6
年
改
正
法
に
よ
っ
て
、
会
計
監
査
人
は
会
社
の
機
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
そ
の
こ
と
と
「
外
部
監
査
」
と
は
矛
盾
し
な
い
。
「
外
部
監
査
」
に
お
け
る
「
外
部
性
」
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
専
門
職
業
人
と
し
て
の
倫
理
的
独
立
性
の
意
味
で
あ
る
）
」
と
明
解
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

第
五
節
　
ま
と
め

会計監査人の機関性

　
会
計
監
査
人
の
機
関
性
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
肯
定
で
き
る
と
解
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
会
計
監
査
人
は
、
監
査
役
と
共
に
株
式
会

社
の
機
関
で
あ
る
。

　
会
計
監
査
人
の
機
関
性
は
、
①
会
計
監
査
人
の
選
任
と
解
任
が
、
株
主
総
会
決
議
と
い
う
社
団
的
団
体
行
為
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ

る
こ
と
、
②
会
計
監
査
人
の
監
査
が
、
監
査
役
の
そ
れ
と
あ
い
ま
っ
て
、
貸
借
対
照
表
お
よ
び
損
益
計
算
書
の
確
定
と
い
う
法
人
の

行
為
を
し
て
い
る
も
の
と
評
価
さ
れ
得
る
の
で
（
商
法
特
例
法
一
六
条
）
、
会
計
監
査
人
の
監
査
は
、
会
社
の
組
織
機
構
に
組
み
込
ま

れ
、
会
計
監
査
人
が
監
査
を
す
れ
ば
、
株
式
会
社
自
身
が
監
査
し
た
こ
と
に
な
る
こ
と
、
③
会
計
監
査
人
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
特

に
法
定
さ
れ
、
契
約
法
一
般
に
委
ね
ず
、
機
関
的
構
成
の
採
用
に
よ
っ
て
商
法
領
域
に
取
り
込
ま
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
こ
と
の
三

点
か
ら
肯
定
さ
れ
る
。

　
会
計
監
査
人
の
機
関
性
を
否
定
す
る
立
場
に
よ
れ
ば
、
右
の
三
点
を
示
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
、
契
約
関
係
に
よ
っ
て
の
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み
会
社
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
会
計
監
査
人
の
契
約
法
上
の
地
位
と
責
任
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
、
機
関
構
成
的
な
法
技
術
が

た
ま
た
ま
借
用
・
流
用
さ
れ
て
い
る
の
に
す
ぎ
な
く
、
右
の
三
点
が
示
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
会
計
監
査
人
の
機
関
性
が
肯
定
さ

れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
批
判
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
法
は
、
大
株
式
会
社
に
お
け
る
会
計
の
健
全
性
を
確
保
す
る

た
め
に
、
会
計
監
査
人
の
地
位
と
責
任
に
つ
い
て
は
、
契
約
自
由
の
基
本
原
理
か
ら
離
れ
て
、
特
別
法
に
て
、
重
要
部
分
の
厳
格
化
、

定
型
化
、
強
行
法
規
化
を
企
図
し
、
敢
然
と
規
範
定
立
を
し
て
い
る
。
機
関
的
構
成
の
借
用
・
流
用
な
ど
と
い
う
便
宜
的
で
生
半
可

な
対
応
を
し
て
い
る
と
は
理
解
で
き
な
い
。

　
会
計
監
査
人
の
機
関
性
を
肯
定
し
て
み
た
と
こ
ろ
で
特
別
の
結
論
が
出
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
の
は
鋭
い
指
摘
で
あ
る
。
し
か

し
、
基
本
と
し
て
、
会
計
監
査
人
の
人
選
と
そ
の
監
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
株
主
の
自
業
自
得
と
い
う
自
己
責
任
の
原
理
を
貫
徹

し
、
法
制
度
は
そ
の
補
完
に
と
ど
ま
る
と
解
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
会
計
監
査
人
の
地
位
と
責
任
に
つ
い
て
契
約
法
の
次
元
の
み
な

ら
ず
、
機
関
性
を
加
味
し
た
か
た
ち
で
考
察
し
、
自
己
責
任
の
原
理
の
確
実
な
認
識
を
株
主
に
迫
る
態
様
で
立
法
が
な
さ
れ
て
い
る

と
考
え
る
の
が
合
理
的
な
帰
結
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
考
察
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
会
計
監
査
人
は
、
「
株
主
総
会
の
付
託
を
受

け
た
株
主
全
体
の
代
理
人
」
と
の
意
味
が
明
確
に
な
る
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
会
計
監
査
人
の
機
関
性
を
肯
定
す
る
大

局
的
意
義
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
会
計
監
査
人
を
株
式
会
社
の
機
関
で
あ
る
と
解
す
れ
ば
、
そ
れ
は
内
部
者
と
な
り
、
独
立
性
の
点
で
懸
念
が
生
ず
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
会
計
監
査
人
に
は
、
職
業
的
専
門
家
と
し
て
の
倫
理
的
独
立
性
が
制
度
的
に
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
法
人
組
織
に

組
み
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
も
、
そ
の
独
立
性
あ
る
外
部
監
査
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
会
計
監
査
人
の
機
関
性
を

肯
定
し
て
も
、
そ
の
独
立
性
と
外
部
性
が
損
わ
れ
る
と
は
解
さ
れ
な
い
。
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